
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 堺浜に期待される大阪湾の環境再生創造研究、国際人材育成機能のイメージ 

 

堺浜では、大阪湾の環境再生創造研究、国際人材育成等の機能を発揮することが期待されていま

す。大阪湾環境再生創造研究、国際人材育成として取り組む内容としては、「環境人材の育成」「環

境調査・研究の推進等」「環境啓発情報の発信」の 3 つが考えられ、これらの実施にあたっては、

企業・NPO等と大学連合が連携を強化し、また、大阪府立大学の「エコロジー研究所」や堺市の「堺

エコロジー大学」とも連携することで、干潟や大阪湾でのフィールドワークの実施や環境啓発情報

の発信、大阪湾再生の調査・研究等の取組みを行うことが可能となることが考えられます。 

 

 

 
大阪湾環境再

生創造研究、

国際人材育成

として取り組

む内容  
大学連合 

注）記載の施設・イベントは一例であり、今後具体的な検討を進め確定されるものである。 

★研究・開発・事業化支援 
★ＰＲ・プロモーション活動 

企業・NPO等 

連携強化 

環境調査・研究の推進等 

環境人材の育成 

環境啓発情報の発信 

環境調査・研究や周辺の環境関連事業を
テーマとして、アジアからの留学生を含む
国内外の学生及び企業の社員の環境活
動を実践する場とします。 
また、「堺エコロジー大学」の実践活動
の場としても活用します。 

大阪湾の再生をはじめ、地球環境問題
の解決のための環境啓発情報を発信す
るとともに、環境NPO等と連携した環境
活動等の取組みを進めます。 

人工干潟や深堀跡等の水質・底質環境
調査や貧酸素水塊抑制の技術開発な
ど、大阪湾環境再生の調査・研究を実
施するとともに、干潟造成等の環境創造
事業に取り組んでいきます。 

生物多様性への貢献をめざし、生物生育・生息
場の創造技術や海底バイオマスの有効利用技
術・沿岸生態系による炭素固定に関する研究
（ブルーカーボン）などの基礎研究に加え、企
業やNPOと大学との共同研究を促進します。 

○新たな環境資格を検討し、一定の要件を満
たせば資格を授与する制度を創設します。 

○環境調査・研究等を通じて、企業における
人材育成の場としても活用します。 

環境資格の授与 

基礎研究・共同研究 

●調査・研究等 
 大阪湾再生 

●干潟や大阪湾での 
フィールドワーク 

●環境人材育成 
環境資格の授与

●環境人材育成、 

実践型教育 

●環境啓発情報の発信 

取組み事例 
のイメージ 

堺市 
「堺エコロジー

大学」 

連

携 

大阪府立大学 
「エコロジー

研究所」 

また臨海部の貧酸素水の改善の方策の 1 つとして、海底の貧酸素低温水に対して曝気により酸素

を含ませると同時に、熱交換器によって低温水を都市臨海部の冷房として利用し、酸素リッチな温

水を放出することによって、DO を改善することと併せて循環型エネルギーの利用も同時に行う試み

が研究されています。 

 

 

 

発明者：中尾正喜ほか 8名(大阪市立大学） 特願 2010-153555   

図 深掘部の冷熱を活用した底層貧酸素水塊改善と循環型エネルギー利用のイメージ 
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